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Abstract 

Despite the increasing concern with the study of leisure activities， litt1e attention has been given to 

non-profit organizations for leisure activities. The purpose of this study was to examine the factors in-

fluencing adherence to members of non-profit organizations for leisure activities. The sample consisted 

of 358 women who w巴remembers of organizations of theater-going， called "Kodomo Gekijo Oyako 

Gekijo". Date for the study were col1ected through distribution survey with the use of questionnaire. 

Due to the number and variety of items， composite indicators wer巴 createdand used for analysis. Four 

composite indicators having a significant correlation to a dependent variable were entered into a regres-

sion equation. Overall， the findings indicated that the factors influencing adherence to membership 

retainment wer巴 ageof their children， participation rate of the main programs， and their satisfaction 

with the sub-programs. The degree of adherence was influenced more strongly by age of their children 

than any other factors consisted. It was suggested that while their initial purpose of activities was for 

their children， it was gradually changed to their own activities. 
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抄録

レジャー活動への関心の高まりにもかかわらず、民

間非営利のレクリエーション団体は等閑視されてきた。

本研究の目的は、民間レクリエーション団体会員の継

続意欲を規定する要因を検討することである。子ととも

劇場おやこ劇場会員の成人女性358人に対して、質問

紙調査を実施した。重回帰分析によるデータ分析の結

果、継続意欲には子どもの年齢、プログラムへの参加

頻度、活動に対する満足度が影響していることが示さ

れた。特に、子どもの年齢が上がるほど継続意欲が下

がることが明らかになった。また、長い活動経験を持

つ会員については、子どもの年齢は継続欲に影響しな

いということも明らかになった。これは、最初は子ど

ものための活動であったものが、活動を続ける中で自

分のための活動へと価値観を転換したためであると推

察される。今役、価値観の変容が起こるプロセスの理

解に関する縦断的な研究が求められている。

キーワード:継続意欲、会員資格、 NPO、レジャー

活動

緒言

レクリエーションとは「自由時間に自発的に行われ、

楽しく社会的にも意義のある活動である」川とー般的

に定義される。レクリエーション活動は近年の余暇時

間の増加に伴い、ますます多様化の様相を示している。

これらの活動の一翼を担っているのが、民間非営利の

レクリエーション団体である。民間非営利のレクリエー

ション団体はその存続を会員数の維持によっており、

会員の継続参加に対する関心が高まっている。しかし、

現実には会員数の維持が思うようになっていないとい

う問題点がある!ヘ

運動・スポーツの継続意欲という概念は、

Dishman (1988) 4) によって初めて提唱きれた。その

後、日本においても研究がなされてきており、その対

象はスポーツイベントの参加者やボランティア、また

民間スポーツクラブ戸の会員と様々である。民間スポー

ツクラブ会員を対象に質問紙調査を行った原田ら

(1990)ら)の研究報告によれば、長期間クラブ会員を継

続している者とそうでない者を比較すると、継続会員

は退会者ーよりも年齢が高く、自己の健康管理に熱心で、
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目的意識や意志の強い傾向にあり、退会者よりも満足

度が高い。逆に、退会者は継続会員よりも若く、流行

に敏感で弘、物事に対して飽きやすく、意思決定時に他

人の意見に影響されやすい傾向にある。企業フィット

ネスプログラムへの参加者を対象にした山口ら

(1989) 20) の研究によれば、既婚者のプログラム参加

には家族の支持が影響しており、それは特に36歳以下

の若い既婚者に顕著である。また、スポーツ参加苫は

職場における同僚とのコミュニケーションが高いが、

地位の高い既婚者では普段のコミュニケーションの少

なさの代償をスポーツ活動に求めていることが報告さ

れている。

スポーツイベント参加者によるイベント評価に悶す

る調査研究は非常に多い。全国スポーツ・レクリエー

ション祭を対象にした山口ら(1991)の研究町、全国

健康福祉祭に関する山口らの(1990)研究ペマラソ

ンイベントのに関する野川iら(1991)の研究ペウオー

キングイベントに関する天野ら(1993)1)、山uら

(1992)の研究川などがある。 f92'長崎県スポーツ・

レクリエーション祭j と f92'スポーツフェスタ・ふ

くおか」を対象とした野川ら(1993)の研究 11) によ

ると、加齢が進むにつれてイベント運営に対する評価

が高くなる、イベント運営に対する評価と将来のイベ

ントへの参加継続意欲の問には正の相関がある、イベ

ント参加の継続意欲を規定する要因は年齢によって異

なる、ということが報告されている。これらの報告は

山口らの知見附である「イベントへの評価が高いほ

ど参加継続意欲が高い」ことを支持している。

スポーツイベントのボランティアを対象にした研究

においては、活動満足と継続意欲の関連を初参加者と

活動継続者において比較が行われている。綿ら(1989)

μ) の研究では、初参加者の方が継続意欲の低い者の

割合が高いとしている。ボランテイア活動の継続意欲

を説明する因果関係モデルを設定し、パス解析によっ

てモデルの妥当性を実証した山口ら(1989)19) の研究

では、活動満足度が高いほど継続意欲が高くなるとし

ている。また、「指宿・菜の花マラソン大会」のボラ

ンテイアを対象にした長ケ原ら(1991)2) の研究報告

では、ボランテイア活動への興味や関心といった個人

的ボランテイア動機は大会運営・地域活性化への貢献

などといった社会的ボランティア動機よりも継続意欲

に対して強い規定力を持っていること、年齢が高くボ



ランテイア経験の豊富なものほと、継続意欲がI奇くなる

ということ、その一方て、若年層や初参加者の継続意欲

が低いということを明らかにしている。

これまで述べてきた内谷をまとめてみると、継続意

欲の規定要|司としては以下の 4点にまとめられる。

1)ボランティア・民間スポーツクラブ会員・スポー

ツイベント参加者では、年齢が高く活動経験が豊富

な者ほど継続意欲は高い。

2)ボランティアでは、社会的動機よりも何人的動機の

ほつが継続意欲を強く規定している O

3)民間スポーツクラブの会員の継がしA意欲には、家族な

どの重'~7な他者の支持が関係している。

4)民間スポーツクラフ会員・スポーツイベント参加者

では、プログラムに対する満足度が高いほとす:Jl*~é意

欲が!合')l'。

このように、継続意欲に関する研究はスポーツイベ

ントの参加者やボランティア、及び民間スポーツクラ

ブの会員を対象にして、研究が蓄積されてきているが、

民間レクリエーション団体会員の継続意欲に関する研

究がほとんど見られない。 1998年 3月にはNPOi去が

成立したことにより、今後、民間レクリエーション団

体のあり方が問われ、会員数の維持が重要な関心事に

なってくる。そこで民間レクリエーション団体の会員

の継続意欲を規定する要因の分析が求められている。

本研究では、民間レクリエーシヨン団体の永続性を

その団体の会員の継続意欲の側面から捉える。したがっ

て、本研究の目的は、全国的な規模を持ヮ民間レクリ

エーション団体である“子ども劇場おやこ劇場"を対

象にして、会員の継続意欲を規定する要因を明らかに

することである。

研究方法

l.調査方法

子ととも劇場おやこ劇場会員を対象として、質問紙調

査を表 Iに示す項目内容によって実施した。調査期間

は、平成8年9月25日から11月13日にかけて行い、 10

月末に未回答者に対して、電話等によるフォロー・アッ

フ。を行ったc 質問紙の配布方法は、各劇場事務局に依

頼する方法をとった。

2.調査対象

調査対象は兵庫県の宝塚ふあみりい劇場、西宮子ど

民間レクリ工ーション団体会員の継続意欲に関する研究

表 1 調査項目

要因群 項目

1.サノプル属性 !1.本人の年齢 2.子どもの年齢 3会員歴 4職業

3.例会以外への 2おやこ里 3地域公誼 4.ブロック活動

参加頻度

4子どもの開会以外 十1キャンプ 2.おやこ祭 3地域公演 4ブロック活動

への参加頻虚 5.輯会

5.プログラムに対する 1キャンプ 2おやこ畢 3.地域公揖 4.ブロック活動

:首足重 5.韓会 6例会

6継続意欲

表 2 劇場別会員数と人工に占める割合

会員数 人口 人口比

宝塚 1，001 203，095 0.005 

西宮 521 398，692 0.001 

多可 690 11，880 0.058 

ひかみ 652 19，358 0.034 

合計 2，864 633，025 0.005 

表 3 調査対象標本数

調査対象標本数

劇場名 配布数 有効回収数(率)

宝塚 N 200 93(0.465) 

西宮 N 200 51(0.255) 

多可 N 200 139(0.695) 

ひかみ N 200 66(0.33) 

合計 N 800 349(0.436) 

も劇場、多可おやこ劇場、ひかみおやこ劇場の 4劇場

の会員である O 調査対象とする劇場の抽出方法は、都

市部に位置する劇場と農村部に位置する劇場とに分け、

その上で都市部及び農村部の中で人口に占める会員の

割合が高い劇場と低い劇場を、兵庫県の中から選んだ。

各劇場の会員数と人口に占める会員の割合は表 2に示

すとおりである。調査のサンプルは各劇場とも、地域・

属性に偏りがないように成人女性200人を有意抽出し、

対象とした。表3は質問紙の回収状況を示しており、
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有効回収数(率)は349票(43.6%)である。

子ども劇場おやこ劇場は、 1966年に発足した児童彦IJ

を中心とする観劇団体である。その活動は、毎月千円

程度の会費を集め、その会費を積み立てて 3-4ヶ月

に+回観劇を行う。これが「例会」である。それに加

えて、キャンプ、おやこ祭 1)、地域公演などの「自主

活動jも行っている。この「例会jと「自主活動jが

劇場活動の 2本柱となっている。このように、子ども

劇場おやこ劇場は児童劇を中心とする観劇活動と、キャ

ンプや祭り、バザーなどのレクリエーション活動を実

施しており、民間非営利のレクリエーション団体とい

えよう。今日では、日本各地に約760劇場、 50万人の

会員を持っている。凶

3.変数の設定と合成

本研究の従属変数である団体会員の継続意欲につい

ては、「これからも劇場活動を続けていきたいですか」

という質問に対し、「非常にそう思う」、「そう思う」、

「あまりそう思わない」、「全くそう思わないjによる4

段階尺度により回答を求めた。

独立変数は先行研究を参考にし、子ども劇場おやこ

劇場の活動特性を考慮、し設定した。スポーツ活動頻度

が高いほどスポーツプログラムへの参加意欲が高いと

した池田ら(1994)7)の研究から、本研究ではプログ

ラムへの参加頻度を独立変数として設定した。参加頻

度項目は、劇場活動の主要なプログラムである例会に

対する参加頻度とその他の 6つのプログラムそれぞれ

に対する参加頻度からなっている。長ケ原ら(1991)2)

の研究では、スポーツイベントのボランティアを対象

にした研究では年齢及び満足度が、また、野川ら(199

3)川、池田ら(1994)の研究61ではスポーツイベント参

加者を対象にした研究ではイベント評価が、継続意欲

に対して規定力を持っていたので、本研究でも年齢及

び活動に対する満足度を独立変数として採用した。 活

動に対する満足度項目では、参加頻度と河様に例会に

対する満足度と、その他の 6つのフ。ログラムそれぞれ

に対する満足度からなっている。

さらに、親の劇場活動において子どもの持つ意味は

大きい。子どもの存在がなければ劇場活動に参加すら

していない可能性も高いであろう。これは子どもが入

会したいという意思を持ったために入会したというこ

とを意味しない。多くの場合は、親の判断で子どもの

ために、子どもとす者に劇場活動に参加することになっ

たのである。しかし、劇場活動にすべての子どもが関

心を示すとは限らなし、。子どものために始めた活動で

あるから、子どもの反応が親の活動意欲に影響を与え

ることは明らかであろう。そこで、子どもに関しでも

年齢とフ。ログラムへの参加頻度を変数に加えた。子ど

ものプログラムへの参加頻度項目は本人の参加頻度項

目と同様に例会の参加頻度と他の 6つのプログラムの

参加頻度からなっている。

以仁のように、独立変数は本人の参加頻度項目(6 

;項目)、本人の活動満足度項目(6項目)、子どもの参

加頻度項目(6項目)、本人の年齢(1項目)、子どもの

年齢(1項目)の合計20項目からなっている。 但し、参

加頻度の項目及び活動満足度の項目については、以下

に詳述するように「例会以外の参加頻度」、「例会以外

の満足度jという 5つのプログラム得点、の総和により

合成されている。

独立変数の操作定義については、表4に示しているの

年齢は実数債をそのまま使用して分析を行っている。

本人及び子どものの例会以外への参加頻度はキャンプ、

地域公演、ブロック活動、総会の参加頻度の参加頻度

である。活動満足度はキャンプ、おやこ祭，)、地域公

演、ブロック活動、サークル会、総会の満足度である。

これらの参加頻度の測定については、「必ず参加するJ、

「よく参加するj、「たまに参加するj、「参加したこと

がない」の 4段階尺度を用いた。 活動に対する満足度

の測定については「満足している」、「やや満足してい

るj、「やや満足していないJ、日前足していない」の 4

段階尺度を用いた。これらの変数は質的データである

が、社会学研究の分野においては、 4段階尺度が等間

雨尺度を構成していると仮定して量的に扱うことが通

表 4 独立変数の尺度と操作定義

項目 尺JO' 金集作実主義

本人の年齢 齢年実

子どもの午齢 1実年齢

I r1J_rL.I'1~-'}え糊献酎構成 L て L るとM
「必ず多加する」、 「よぐ看参加する， ， 

「たまに.，.する， ;多加したことが

r4J-'11点を与え篤閑隅尺 H 構成している ξ色.
ない」の4n'持尺~

，.ヤンプ絡調草公司自 フロソク活畳 サ クル金 志

やと祭りの各得角の.仰による会員愛護敏

例会に対する溺足度 l ド4，-円」点を与え毎回繍尺食を柵成していると仮定

一一一一一一一一一←一一一一寸 「満足している ，Jや守】湯疋していあJ ト一一一一一

I r4J_f]J、を与え等間隔尺度を欄成していると.老
1;やや温足していI;，:I.'J， r温足してい 1"

例会以外に対する議足度 I ~-\，-，プ到底城公稿、プロソク需勤特 川会お
一一一一一 |ないJ の4段階建度

やこ祭ちの各得!!>~.砲による合長震度舷
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表 5 相関マトリッケス

2 3 4 5 6 7 B 
l本人の例会参力噸度

2子どもの例会参加頻度 6728本本牢

3本人の例会に対する満周度 2247判牢 1974材牢

4本人の例会以外への参加頻度 1476材 0982 2178"* 

5本人の例会以外に対する満足度 4514*** 3089材 2784** 3928*繁

6子と府もの例会以外への参力蝉j受 -.0037 0267 ¥'f!27 3734ホ" 2581 
7子どもの年齢 -.0793 ー1¥45キ 1143キ ー2088寧料 0529 -.2167料率

8親の年齢 -.0290 -.1381 ** ー1590仲 1314* 1142 -.2271仲ホ 63ラデキキ

住些些墨欲 .2440"* 3255"* .3940料牢 3635** 0605 -.2470**牢 ー1025キ

表 6 変数 貰

従属変数 継続意欲

独立変数 子どもの年齢

本人の例会への参加頻度

本人の例会以外への参加頻度

本人の例会に対する満足度

本人の例会以外に対する満足度

例制山)23)となっており、本研究でも同様に量的な変数

として扱うこととする。

「例会以外への参加頻度」、「例会以外に対する満足

度Jの各項目に関しては、キャンプ、地域公演等の 5

つのプログラムの得点の総和により合成した。

4 分析方法

全体的な関連を見るために変数間の相関マトリック

スを作成した結果が表 5である。「本人の年齢」と

「子どもの年齢」、「子どもの例会参加」と「本人の例会

参加」は内部相関が高いため多重大一線性の問題を考慮

して、単相関の小さい「本人の年齢Jr子どもの例会

参加jは重回帰分析を行う lZEには変数から除いた。ま

た、「子どもの例会以外への参加頻度」は従属変数で

ある継続意欲との相関が有意で、なかったために変数か

ら除いた。この結果、最終的に表 6に示すように「本

人の例会以外の活動満足度」、「子どもの年齢」、「子ど

もの例会以外への参加頻度」、「本人の例会への参加頻

度」、「例会に対する満足度jの5つの独立変数が抽出

された。

このようにして抽出した 5つの独立変数に対し、継

続意欲を従属変数とする重回帰分析を行い、重相関係

数、決定係数、標準偏回帰係数を算出し、団体会員の

継続意欲に対する各変数の規定力を分析、検討した。

なお、本研究におけるデータ加工及び統計処理は統計
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パッケージSPSS/PCをNECPC-980l上で行った。

結果及び考察

1.対象者の属性

まず、本調査のサンプルの属性における単純集計の

結果は表 7に示している。年齢は30代を中心とし

(61.3%)、次に40代が多い(35.2%)。この二つの年代

で全体の95%以上を占めている O これは、子ども劇場

おやこ劇場が児童劇を中心とする観劇活動を行ってお

り、調査対象の子どもが児童劇対象年齢である場合が

多いことによるものであろう。次に、子どもの年齢で

あるが、これも児童劇の対象年齢である 6~10歳が過

半数を占め(57.9%)、11~15歳がこれに次いでいる

(22.9%)。全体的には、 5歳未満から16歳以上と比較

的広い幅を持っているが。約 8割が小中学生である。

会員歴は 5年以下の者が半数以上を占め(54.2%)、 11

年以上の者は I割強に過ぎなかった(12.6%)。職業で

は、調査対象を成人女性のみとしたため専業主婦が最

も多く (46.1%)、ついでパート職(24.3%)、正社員

(17.7%)の111買であった。

表 7 対象者の属性

境付 P カァゴワ " % 

8 2.3 

31-39最 214 61.3 

40-49歳 123 35.2 

50-5日露 5 1.7 

60蔵以上 6 1.7 

子どもの年隣 5歳未満 34 9.7 

6--10歳 202 57.2 

11-15歳 80 22.9 

16最以 l 33 9.5 

会酉暦 5年末溺 189 54.2 

6-10年 116 33.2 

11年以ヒ 44 12.6 

職業 専業主婦 159 46.1 

パート 24.3 

61 1'l.7 

その他 41 11.9 
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2. 継続意欲の規定要因

表8は、日l体会員の継続意欲に影響を及ぼしている

と思われる要因についての分析結果を示しており、重

回帰分析により標準偏回帰係数の高かった順に列挙し

ている。分析の結果、子どもの年齢(，3 =-2.61)で1%

レベルで有意性を示し、本人の例会以外の参加頻度

( /3 =0.22)と本人の例会以外の活動満足度(s =0.22) 

において 5%レベルで有意性を:11<しており、活動の継

続意欲に対して規定力を持っていることがゆjらかになっ

た。すなわち、子どもが小さく、本人が例会以外の活

動に頻繁に参加し、高い満足を得ているものほど継続

意欲が高くなるということが明らかになった。単相関

では、例会への参加頻度が有意性を持っていたが、重

回帰分析の結果は影響力が弱くなっている。これは会

員にとって、例会への参加は基本的な活動であり、む

しろ例会以外への参加頻度、満足度の方が、継続意欲

に影響を及ぼしていることがわかる。 最初に、子ど

もの年齢は継続意欲に対して負の標準偏回帰係数を持っ

ており、子どもの年齢が上がるほど継続意欲は下がる

ということを示している。子どもの年齢が上がるにつ

れて、親の年齢も上がるわけであるから、年齢と継続

意欲も負の相闘を持っているといえる。これは、年齢

が高く活動経験が豊富な者ほど継続意欲が高くなると

した、長ケ原ら(1991)2)、山口ら(1992)17) の報告に反

するものである。この理由は、子ども劇場おやこ劇場

という活動が、子どもを中心とした活動であるので、

子どもの年齢が大きく継続意欲を規定しているからで

あると推察される。つまり、子どもが児童劇の対象年

齢を超えると、また中学生になり子どもが忙しくなる

と子どもと共に退会していくということが推測される。

子どもの年齢が上がるにつれて、つまり、子ども劇場

おやこ劇場活動の活動期間(以下会員歴)が長くなる

につれて劇場に帰属意識を強め継続意欲が高まるとい

うことはないのであろうか。

表 8 重回帰分析の結果

独立変数 標準偏回帰係数 単本日閣係数

子どもの年齢 -.2613" 2470'吻噂

本人の例会以外への事加頻度 2215・ .3940・車率

ふ人の例会以外に対する満足度 2158' 3635'岳写

例会に対する満足度 1508 3255宇傘字

例会への参加頻度 0700 2757・・場

童特関係数 5199 

決定係数 2703 

そこで、会員憶が i5年以上の人」・ r 7年以上の

人」 ・rlO年以上の人」に分けて、会員歴と継続意欲

の関係を検討してみた。表 9は、ピアソンの相関積率

係数を示しているの継続意欲、では会員股 7年以上のの

から正の相関に変化し、会員歴が10年以上の者では、

r二 0.22を示している。前述した結果とあわせて一考え

てみると、興味深い結果が明かとなった。すなわち、

表 9 継続意欲と会員属の単相関

7年以上 1 10年以仁

0.22 

(21) 

会員歴の浅いものは「子どもが何歳になったら退会し

よう jという具体的な退会のイメ ジを持っているた

め、会員m'が上がるにつれてその時拐が近づき、継続

童、欲は下がってし、く。しかし、長い会員ftたの111で劇場

に帰属意識を得たものは、ゴこどもの年齢にかかわらず

劇場活動を続けてL吋傾向にある。これは、活動の中

心が子どもから本人へと移ってきたことによると考え

られる。

また、参加頻度及び満足度の要因も継続意欲を規定

していることがわかった。これは満足度が高いほど継

続意欲が高くなるという、綿ら (1992)お)、野川ら(199

3)11)の分析結果を支持するものである。また、満足

度の要国内でので比較してみると、本人の例会以外へ

の満足度が継続意欲との単相関(r二 0.364)でも例会へ

の満足度との単相関(r =0.326)をと[品川、重回帰分

析の結果からも強い規定力を持っていることがわかる。

この結果を総合的に解釈すると、例会を目的として、

つまり劇を見るために劇場会員となっている会員は、

子どもが児童劇の対象年齢を超えると、子どもと点者

に劇を見に行かなくなる。その結果、本人のみの観劇

のためには毎月会費を積み立てて観劇する経済的必然

性が弱くなる O そして、いろいろな役割をmったり劇

場で選んだものを見るよりも、自分の見たい彦IJをその

都度、多少高いお金を支払っても(会員外でも、割増

料金で観劇できる)、見に行く方が良いと判断し退会

していくことが推察される。それに対して、例会以外

の活動に参加し満足を得ている者は、これらの活動は

劇場活動以外では経験し難いため継続意欲が高まると

解釈できる。このように、継続意欲の構成には子ども

が影響を及ぼしているのである。
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重回帰分析の結果、特に、子どもの年齢、本人の例

会以外への参加頻度、本人の例会以外に対する満足度

の3変数の寄与率が高く、これらの変数の説明率の高

さを示していた。今後の団体の永続性を考えた場合、

これらの結果は大きな示唆にとんでいるといえる O つ

まり、観劇を期待して入会してくる会員に対して、例

会以外の活動を魅力あるものにし、例会以外の活動の

参加者を増やすことが、会員の継続意欲を高め、団体

の永続性に寄与していくだろう。言い換えれば、民間

レクリエーション団体における多様な活動を魅力ある

もにし、 3 人ひとりの会員が様々な団体活動の役割を

担っていくことが、会員の継続意欲を高めることにつ

ながるだろう。

但し、本研究で用いた 5つの独立変数が従属変数で

ある継続意欲を説明する精度は27%であった O この値

は高い値とは言えず、本研究で用いた変数以外にも継

続意欲を規定する要因が存在することを示唆している

と言える。今後、この要因を解明していくことが課題

となるであろう。

まとめ

本研究の目的は民間レクリエーション団体の継続意

欲を規定している要因を明らかにすることであった。

このため、こども劇場おやこ劇場会員に質問紙調査を

実施し、重回帰分析などの統計的手i去を用いながら団

体会員の継続意欲対する規定要因を分析・検討した。

分析によって得られた主な結果は以下のようにまとめ

ることヵτできる。

1 対象者の属性

1)本人の年齢は、 30代40代を中心にしている。

2)子どもの年齢は、小学生と中学生でえあるが、年齢幅

は広い。

3)会員歴は、 5年以下の者が半数以上を占める O

4)職業は、専業主婦が半数近く、次いで、パート職、正

社員の}I恒である。

2 継続意欲の規定要因のまとめ

1)子ども劇場おやこ劇場の会員においては、子どもの

年齢がヒがるほど、継続意欲は Fがる。すなわち、

子どもが児童劇対象年齢を超えると、退会していく

者が多い。

2)参加頻度・満足度が高いほど継続意欲が高い。すな

わち、活動に頻繁に参加し、高い満足を得ているも

民間レクリエーション団体会員の継続意欲に関する研究

のほど継続意欲が高い。

3)参加頻度・満足度の要因の中では、例会よりも例会

以外の活動の満足度の方が継続意欲を強く規定して

いる。

すなわち、例会よりもそれ以外の活動に頻繁に参加

し、活動における役割を担うことにより、高い満足

を得ているものほど継続意欲が高い。

論議

近年の自由時間の増加は著しいものがある。人生80

年は、総生活時間に換算すると70万時間にもなり、そ

のうち労働時間は 7万時間程度であり、自由時間は20

万時間であるといわれる 21)。このような時代において、

自由時間におけるアクテイブな生活スタイルの重要性

が指摘されている O また、研究面においては、アクテイ

ブな生活スタイルの構築に寄与するであろうレクリエー

ション団体の特徴を明らかにし、それらを存続・維持

させる要因に関する解明が求められている。本研究は

民間レクリエーション団体に関する研究において、以

下のような研究視点を投げかけている。

継続意欲の構成と活動に対する価値観の変容過程の

解明が求められるということである。本研究で明らか

になった「子どもの年齢が上がるほど、継続意欲は下

がるjという分析結果は、活動をある程程度の年数続

けてきた会員の継続への期待度が低いことを意味して

いる O また、「会員歴が5年以下ものが半数以上を占

める」という分析結果も、団体の永続性という長期的

な視点から見れば運営サイドの重要な問題点となる。

これらのことを考え合わせると、会員の定着率が低い

という状況が浮かび上がってくる O ただ、「会員歴が

7年以上の者は会員歴と継続意欲は正の相関がある」

という分析結果からは、長い活動経験の中で帰属意識

を強めてきたものは、子どものための活動としてでは

なく、自分のための活動と価値観を変容させていると

推察できる O これまで多くの研究で、活動歴が長いほ

ど継続意欲が強いということが示されてきた。しかし、

どのような活動経験が、どのように価値観を変容させ

その結果として継続意欲が高まってきたという視点に

欠けている O 今後、継続意欲を高める価値観の変容の

起こる構造とプロセスを明らかにする研究が望まれる

であろう。

特に本研究で取り上げたような、子どもを対象とし
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た民間非営利のレクリエーション団体では、その必要

性は顕著である。というのは、子どもと親がセットで

参加する活動の場合、子どもが活動の対象年齢を超え

た時や、子どもが関心を示さなくなった時には、親と

ともに退会していくからである。もし、すべての会員

が入れ替わってしまえば、それまでの活動経験の蓄積

が生かされずに活動の発展が危ぶまれることになる。

さらに、活動における子ども中心から親中心への価値

観の変容は、単に子どものための活動から自分のため

の活動という価値観の変容以とのものを含んでいると

思われる。すなわち、自分の子どものための活動から、

自分の子ども以外の子どもの活動へという、活動に対

するボランティア意識の芽生えである。自分の子ども

はいないけれども、自分の子どもにしてきたことを他

人の子どもにもしてやりたい、地域の子どもを地域の

殺として育てていきたいという価値変容によるボラン

ティア意識の高まりを大切にすべきであろう。これは、

地域の教育力の低下が叫ばれている今日において、求

められている課題の一つであろう。
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